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１．研究の背景 

 本校児童は，全体的に明るく素直で真面目に学習に取り組んでいる。また，指示されたことに対しては，

進んで取り組む傾向にある。しかし，日常の児童の様子を観察すると，自分の考えや思いを表現することに

対して苦手意識を持っている。こうした児童の実態を受け，本校は平成 24 年度から，言葉を通して自分の思

いや考えを的確に豊かに表現する力を育成するために，校内研究で「確かで豊かなことばの力を身に付けた

児童の育成～言語活動を重視した国語科学習指導を通して～」に取り組んできた。実際，研究に関するアン

ケートより「作文が苦手・要約が苦手・話すことが苦手」という結果が出ている。また，全国的・国際的な

学力調査でも，今の日本の子どもたちは，学ぶ意欲や判断力，表現力に課題があることが指摘されており，

「生きる力」の一要素をなす「確かな学力」とは『知識や技能はもちろんのこと，これに加えて，学ぶ意欲

や自分で課題を見付け，自ら学び，主体的に判断し，行動し，よりよく問題解決する資質や能力等まで含め

たもの』とある。本校の課題である「表現する力」の育成を図っていくためには，様々な表現活動を行い，

児童が「課題について考える場」「何が必要かを判断する場」「自分の考えや思いを整理して表現する場」を

設定し，教師が意図的に繰り返し指導を行っていくことが大事であると考えた。 

 

２．研究の目的 

 児童が自分の思いや考えを表現する道具としてＩＣＴを活用し，自ら進んで課題について考え，得た情報か

ら何が必要かを判断し，相手に分かりやすく伝える力を育成していくことは，「情報活用の実践力（課題や

目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要な情報を主体的に収集【調べる】・判断・表現・

処理・創造し【まとめる】，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる【伝える】能力）」の育成を図

ることにつながると考える。従って，総合的な学習の時間を中心とし，各教科における表現する場を通して，

「情報活用の実践力育成」を核とした学習活動を工夫していくことにより，これまで培ってきた児童の「表

現する力」をさらに向上させると考えた。児童の実態に応じて，観点を整理して目標を明確にして実践を行

うこととした。さらに，「情報活用の実践力育成シート」を作成して，各学年における実践を整理して進め

ることで効果的に研究を進められると考えた。 
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３．研究の方法 

（１）目指す児童 

 まず，今回の研究において「目指す児童」の共通理解を図り，その項目を本として，児童の意識調査を行

い，現状を把握することとした。目指す児童については，「火曜の会ホームページ」の「情報教育の実践と評

価のためのポータルサイト」における「情報活用の実践力のモデルカリキュラム」を参考にして，本校児童

の実態も考慮して，下記のように設定することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中・高学年における目指す児童に関する項目】 

 

（２）情報活用の実践力育成シート  

「情報活用の実践力育成シート」（左の表）によ

り，教師自身が実践の中で，何をポイントとする

かを整理して研究を推進していくこととした。現

在実践している３年生～６年生の総合的な学習

の時間を中心に計画を見直し，学習内容のポイン

トを整理する。教科についても，「情報教育の手

引き」に書かれている内容等と関連させ活動を考

える。 

 

 

 

 シートにおける各項目に関する内容は，下記のように考えた。 

【課題について考える場（調べる）】 

◯ 活動内容から，児童が自ら進んで課題を見つけるために，どのような指導を行っていくかを記す。ま

た，収集する情報の内容・調べ方，まとめ方につ いて整理する。 

【情報から何が必要かを判断する場（まとめる）】 

◯ 得た情報の中から，児童が「主張したい点」，そのために必要な情報について活動の中で，選択して

活動名：：

【考える場（調べる）】
◯ 調べる課題を明確にする。

収集する情報の内容，収

集の方法，まとめ方につい
て整理する。

【判断する場（まとめる）】
◯ 調べたことの中から，自分

が主張したい点，そのために
必要な情報を選択する視点を
明記する。

【表現する場（伝える）】
◯ 相手に分かりやすい内容

になっているかをポイント
として，作成したものを見
直す視点を明記する。

活用するICT
と目的

○ 活用するICTの

特性と活動にお

けるねらいにつ
いて記す。

本時の目標と
評価

○ 活動全体の目

標と主に「表現

する内容」につ

いての「概ね満
足」の視点を記
す。

《実践を振り返って》
→実践を行い，児童の様子や学習を行っての効果，問題点について記す。
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いくための視点を整理して記す。 

【自分の思いや考えを整理して表現する場】 

◯ 判断した内容をもとに，表現する形式を考え，情報を整理するポイントについて記す。 

【活用するＩＣＴと目的】 

◯ 本実践でどんなＩＣＴを何のために活用するのかを明記する。 

【本時の目標と評価】 

◯ 本時の目指す目標と共に，前項で記した「目指す児童」との関連を明確にして，本実践のポイントを

記す。 

【授業を振り返って】 

◯ 実践を行い，教師自身が目的とした内容とどうであったのかをできるだけ客観的に記す。 

 

４．研究の内容・経過 

 まず，「目指す児童」に関する項目について児童の意識調査を行った。意識調査の結果をもとにして，各学

年での実践のポイントを整理していった。以下に，４年生の例を示す。 

 ４年生の意識調査の結果では「文章にまとめるときに，「調べたこと」と「自分の意見」を区別してまとめ

ることができる。」「作文を書いたり，発表したりするときに順序を考えて分かりやすく表すことができる。」

「まとめる内容にあわせた「写真」や「資料」を準備して発表することができる。」といった項目の数値が他

に比較して低かった。そのため，この項目をポイントとして，総合的な学習の実践項目と関連しながら実践

内容を検討していった。 

【４年実践例・・・「安全マップ」をつくろう】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報活用実践力シート（安全マップ）】 

 

 本実践は，学校の周りの「危険なところ」や「安全なところ」を実際の調査をもとにしながら，他学年

の児童の参考になるような成果物（安全カード）を作成するものである。 

 校区内の地図を参考にしながら，「危険な場所」「安全な場所」を考え，自分達が伝えたい内容を整理

した。その後，実際の見学調査を行い，特にポイントとなる点をデジタルカメラで撮影した。撮影の際に

は，国語科で学習した「アップ」と「ルーズ」を意識して撮影していった。また，活用する写真は１枚と

したが，数枚取った中から選択していくようにした。見学後，パソコンを活用して「安全カード」を作成
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した（左図）。「安全カード」には，「場所・ポ

イント（短い言葉）」と「画像」，「具体的な説

明」で整理するようにした。特に，「具体的な説

明」の部分では，『「事実」と「意見」を区別す

ること』『内容を整理して，分かりやすく表現す

る』ことを意識して文章を作成していくように指

導した。児童は，最後まで意欲的に取り組み，安

全カードを作成した。作成したカードはお互いに

見合い，「ポイント」「わかりやすさ」「写真」

について意見交換をする時間を取り修正した。 

 

 

 

 

 

 【４年生の意識調査の変移】 

※ 数値は「できる（４）」「まあまあできる（３）」「あまりできない（２）」 

「できない（１）」として，選択した人数をかけた平均値） 

 

 上記のように，特にポイントとして取り組んだ３つの内容の意識調査で良好な変化が見られた。実践を通

して児童自身が意識しながら学習に取り組んでいくことと教師側もポイントを整理して学習を展開していく

ことである程度向上させることができると実感することができた。 

 

５．研究の成果 

 各学年で，総合的な学習の時間を中心に年間２事例を取り上げ，実践に取り組んできた。特に，児童の意

識調査をもとに，ポイントになる点を明確にして現在，児童にとって不足しているだろう点を補いながら共

通理解を図りながら実践に取り組んでいった。 
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 各学年での，７月と２月の意識調査は下記の通りである。 

 

 ほとんどの項目で，意識の伸びを確認することができた。高学年において，「聞き手の反応を見ながら話す」

において，マイナス評価が見られた。この点においては，「発表する（表現する）」ことを児童が意識するよ

うになり，児童自身の評価が厳しくなったものと思われる。また，今後教師側がもっと意識する点が明確に

なってきた。 

 また，今回実践した教師に「情報活用の実践力育成シート」を活用してのインタビューを行った。 

・ ＩＣＴの効果を考えながら取り組むことにより情報教育の推進ができることを実感す

ることができた。 

・ 情報教育を推進するために「考える場」「判断する場」「まとめる場」という段

階に整理して実践を行うことで，何をポイントにすればよいのかを考えることができ

た。 

・ 総合的な学習において，どんな児童を育成するのかをより具体的に考えるように

なった。 

 

６．今後の課題・展望 

 今回は，各学年において総合的な学習における年間２事例に取り組んだ。今後，事例の数を増やしていく

ことで，校内における「情報教育の推進」を図ることができると考える。また，各学年４学級ある本校では，

今後他学級の先生方にも，今回の実践内容を広げていくことが課題の一つと言える。 

 また，教科の中でも，その学習内容を吟味することで，今回取り組んだ「情報教育」を意識した取り組み

はできると考える。今後，情報活用の実践力を育成する場を意識して様々な取組を行っていくことで児童の

能力をさらに伸ばせると考える。 

 今回の取り組みをさらに整理して，他校での取り組みの参考になるような「パンフレット」形式でまとめ，

本校ホームページ上に提案していきたい。 
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７．おわりに 

 本校は，各学年４学級（１・２年生は５学級）という大規模校である。その中で，情報教育を推進してい

くためには，効率よく実践を行うことができ，実践内容の効果を実感できる仕組みが必要であると考える。

「情報活用の実践力育成シート」の活用が，その一助となると考える。今後，その内容等を精選しよりよい

ものにしていきたい。 
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